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目  標 ○ 奉仕の精神をもち、積極的にボランティア活動に取り組む。 
 
〇 自分ができることを見つけ、責任をもち自分の意思で行動できる力を身につける。 

活動方針 ○自分の役割を十分に理解し、責任をもって活動に参加する。 
○生徒の健康管理に十分に配慮し、適正な休養日を確保する。                                                                           
                                                                                                               
〇原則、年間の休養日の日数は 104日以上とする。さらに、そのうちの土日祝日の休養日を 52
日以上確保する。 
○学校生活や授業等に支障のない範囲で、できるだけ短時間に、合理的でかつ効率的・効果的な活 
動を行う  
〇週当たりの活動時間は 16時間未満とする。 
 
○熱中症予防対策として、熱中症計を活用した活動のリスクマネジメントを構築する。 
○目標を立て、それを実現させるために何をすべきなのか自主的に活動する。 
○生徒の体調管理に十分配慮し、適切な休養日を確保する。 
 

間計画 参加予定大会等 その他 
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２月 
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地域のご高齢の方との交流 

フードバンク 

スポーツ大会救護補助 

 

〇 那須特別支援学校との交流 

〇 黒羽城址公園あじさい剪定ボランティア 

障がいをもった方との ZOOMミーティング交流 

〇 与一まつりボランティア 

〇 中高生が考える福祉のまちづくり in大田原 

〇 花火大会清掃ボランティア 

雑草駆除 

障がいをもった方との ZOOMミーティング交流 

〇 天狗王国まつりボランティア 

〇 黒羽フェスタ田町秋まつり 

〇 那須特別支援学校との交流（なとく祭） 

〇 文化部発表会 

〇 大田原マラソン大会ボランティア 

地域の秋祭りの運営補助 

 

〇 那須特別支援学校との交流 

フードバンク 

予餞会 

 

 

 ボランティア 部の活動方針 


